































簿や学校史から、本科・研究科を卒業した旧韓国・朝鮮関係者 331 名（日本人 299 名、朝
鮮人 32 名）の勤務先・職階を明らかにするとともにいわゆる「学閥人事」についての検討











が確認できる 1938 年までである。  
 


















治（1907 年英語部卒業）、宮原秀雄（1907 年博物学部卒業）、長谷了慶（1907 年博物学部
卒業）、千葉天裔（1909 年国語漢文部卒業）、福家厳（1909 年博物学部卒業）の 6 名であ
る。今井は平壌高等学校、岡村、宮原、千葉の 3 名は釜山高等女学校、長谷は京城官立外
国学校、福家は元山尋常高等小学校の教員であった。ただし、宮原以外の 5 名は 1913 年
までに「内地」に転出している。（今井は 1913 年に東北帝国大学に学生として入学。）  
その後、朝鮮には広島高等師範学校を卒業した教員が増加し続ける。それに伴って広島
高等師範学校の卒業生が教員として在籍する学校数は増加した。その推移を示したものが




1921 年以降の目立った増加に表れている。  
 















































































校期」（1921 年 4 月～1945 年）に大別できる。このうち、広島高等師範学校卒業生たちが
教員として在籍し、朝鮮における教員養成に関わったのは、「師範学校不在期」と「新設師

















官立高等普通学校  官立女子高等普通学校  
師範科  教員速成科  
附設臨時教員
養成所（※）  
師範科  附設臨時教員養成所  














































（※）当初は普通学校朝鮮人教員の養成を目的としたが、 1913 年、第一部（ 3 年制）で朝鮮人教




まず、朝鮮総督府京城中学校には、小菅昌三（1911 年博物学部卒業）が 1912～1919 年、
正井芳樹（1912 年英語部卒業）が 1912～1917 年、尾形友助（1907 年数物化学部卒業）
が 1913～1920 年、阿部丁蔵（1910 年地理歴史部卒業）が 1914～1921 年、高橋濱吉（1913
年英語部卒業）が 1915～1918 年、内田亀次（1912 年国語漢文部卒業）が 1920～1921 年、
43 
加藤晴秀（1911 年博物学部卒業）が 1921 年に教諭として所属していた。約 10 年の「師







学校には、長谷了慶（1907 年博物学部卒業）が 1911 年、竹田喜久雄が 1912～1921 年、
植田寅太郎（1907 年地理歴史部卒業）が 1912～1920 年、古谷伝一（1906 年数物化学部
卒業）が 1912～1918 年、小河原義照（1911 年英語部卒業）が 1914～1916 年、後に朝鮮
総督府京城中学校に転任した内田亀次（前出）が 1914～1919 年、池原茂二（1918 年教育
科卒業）が 1918～1919 年、堀乙次郎（1917 年数物化学部卒業）が 1919～1920 年、宇留









そのほかにも、京城女子高等普通学校には 1917 年に田中広吉（1906 年博物学部卒業）、
1914～1917 年に宇留島喜六（前出）、1920 年に高田邦彦（前出）が教諭として、大邱高等





周六は同じく 1921 年に広島県三原女子師範学校教諭に転任している）。  
















第２項 「新設師範学校期」（1921 年 4 月～1945 年）  
































あることが自負されていたことが窺える ( 10)。  
 その京城師範学校には、開校当時 12 名の教員がいた。そのうち 4 名は広島高等師範学
校の卒業生である。白井規一（1907 年地理歴史部卒業）、小林致哲（1908 年数物化学部卒
【表 2】赤木萬二郎経歴  
1891 年  東京高等師範学校文科卒業  
1902 年度  
～ 1915 年度  
広島高等師範学校で教鞭をとる  
1916 年  広島高等師範学校教授を辞して朝鮮に渡る。 
1916 年 4 月  平壌中学校校長（初代。三等二級の奏任官） 
1921 年 4 月  
～ 1930 年 1 月  
京城師範学校校長（まもなく「勅任待遇」）  
1931 年 12 月  病没（東京）  
45 
 








（1921 年文科第二部卒業）、鎌塚扶（1925 年徳育専攻科卒業）、松本隆太郎（1925 年教育
科卒業）、藤谷宗順（1914 年国語漢文科卒業）、崔允植（1922 年理科第一部卒業）、安岡源
太郎（1908 年英語部卒業）、岡毅（1923 年理科第二部卒業）、八束周吉（1926 年教育科卒










転任問題は解決した。 ( 11) 
 









































学校が公立であった 1 官立 13 公立体制であったⅠ期（1921～1928 年）と全師範学校が漸
次官立化していくⅡ期（1929～1944 年）である。それぞれの時期に設立された師範学校の
状況についてまとめたものが【表 3】である。  
【表 3】「新設師範学校期」に設立された師範学校の状況  
新設師範学校Ⅰ
期 （ 1921 ～
1928）  











期 （ 1929 ～
1944）  
全師範学校の官立化（最終的に 16 校）  
【官立】
京城師範学校、大邱師範学校（ 1929）、平壌師範学校（ 1929）、京城女子師範学校
（ 1935）、全州師範学校（ 1936）、咸興師範学校（ 1937）、光州師範学校（ 1938）、
公州女子師範学校（ 1938）、春川師範学校（ 1939）、晋州師範学校（ 1940）、清州
師範学校（ 1941）、新義州師範学校（ 1942）、大田師範学校（ 1943）、海州師範学

















【表 4】岸米作の経歴  
1928 年  広島高等師範学校卒業
1928 年  慶尚北道公立師範学校教諭
1929 年 4 月  大邱師範学校教諭
1941 年 4 月  金堤公立高等女学校校長
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